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交流の場
　国際交流員の事業で、市内の幼稚園と児童センターを回
り、アメリカ文化の紹介や簡単な英語を教える「マリコと遊
ぼう！」というものがあります。プログラムは季節によって
違い、年明けは正月遊びをしたり、夏はセミ取りにも参加
したり、そして秋にはハロウィーンやクリスマスの紹介をし
ています。
　初めて幼稚園でこの事業をやったとき、「外見では、私が
日本語も話せるハーフだということがわからないだろうか
ら、びっくりしないかな。。。」と、ちょっと心配した覚えが
あります。しかし、実際幼稚園に行ってみると、４、５歳の
子どもたちが興味津々に笑顔で「マリコさん？あっ、やっぱ
りマリコさんだ！」と言って歓迎してくれたので、私の不安は
消えました。初訪問では、先生方の指導を受けながら交流
ができて、安心して子どもたちと遊べるようになりました。
　実は、子どもたちとの交流は、浦添市に来てから人生で
初体験のひとつです。前任者との引継ぎをしているとき、
「子どもたちとの交流も多いよ」と言われ、それまで親戚
以外の子どもとの関わりがほとんどなく、子どもとの接し
方もはっきりわからなかったので、学校訪問でどうやって
交流を進めればいいのか、不安を感じていたものでした。
　初めての幼稚園訪問から２年ほど経った今、浦添市にあ
るほとんどの幼稚園と児童センターを回ることができまし
た。７月には浦添市から離れるので、それまでに子どもたち
ともっと楽しい交流がしたいです！

A Place for Cultural Exchange
　It's one of my duties as a Coordinator for International 
Relations to carry out a program known as “Hanging out 
with Mariko” (Mariko to asobou). As a part of this program, 　I 
visit municipal kindergartens and childcare facilities and 
introduce children to American culture or teach them basic 
English phrases. The program varies depending on the 
season. At the beginning of the year it could include New 
Year games, in the summer I take part in collecting cicadas, 
and in the fall I'll talk about Halloween or Christmas. 
　I felt a bit anxious the very first time I visited a kindergar-
ten for work, thinking, “they probably can't tell that I'm half 
Japanese and can speak Japanese just by looking at me...I 
hope I don't startle them too much.” But, after actually 
going to the kindergarten, children about 4-5 years old 
gathered around me with smiles and a look of interest on 
their faces, asking, “are you Mariko-san? Oh, you are!” 
Their welcoming gestures helped melt away the uneasiness 
I was feeling. I received guidance from teachers at my first 
kindergarten visit and felt relieved as I spent time with the 
children.
　To tell you the truth, my first time truly interacting with 
children was after I moved to Urasoe. My predecessor had 
told me that I would be spending quite a bit of time with 
children, and until then I had only really interacted with my 
relatives' children. I had no idea how to act around children 
at school visits and was worried.
　It's been nearly two years since my first kindergarten visit, 
and I have now gone to almost all of the kindergartens and 
childcare facilities in Urasoe. I'll be leaving the city in July 
and until then, I hope to continue to enjoy my time with the 
children here! 

●日頃の子どもの写真を郵送または画像データをメールで毎月月末までに送付してください。
　窓口へ直接提出も可。集合写真は不可。
※被写体の子どもの氏名（ふりがな）・年齢（０か月,１歳など）・居住地区（安波茶・伊祖など）
　一言コメントの記入を忘れずに !
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～尚灝(しょうこう)王邸宅の礎石～
　皆さんこんにちは。4月から始まったこのコーナーでは浦添市内の文化財や文化振興イベントに関
すること、その時々の旬なネタなどをざっくばらんに紹介していきます。何が飛び出すかわからないお
もちゃ箱のようなコーナーになると思いますが、応援よろしくお願いします！
　さて、記念すべき第1回目は「尚灝(しょうこう)王邸宅の礎石」です。尚灝王（在位1804～34）は第
二尚氏第十七代の国王で、在位中に病を発症し浦添の城間（現・港川地内）で隠居生活を送りました。
坊主頭であったことから坊主(ぼうじ)御主(うすう)とも呼ばれています。尚灝王には、野菜作りの名人
だったとか25人も子供がいたとか、面白いエピソードがたくさん残されており、戦前は屋敷の跡地に
礎石（柱を立てる基礎となる石）が残っていたそうです。今の屋敷跡には何も残っていませんが、礎石
を保管されていた方から平成19年
に寄贈いただき、現在は港川自治
会事務所敷地に展示しています。
　この礎石は尚灝王が実際に浦添
に住んでいたことを示し、伝承と現
代をつなぐ貴重な物証であること
から、ぜひ現地でご覧になっていた
だきたいと思います。ではまた来月！

▲尚灝(しょうこう)王邸宅の礎石 ▲「尚灝(しょうこう)王邸宅の礎石」を展示している場所

問い合わせ　文化課　内線6214

▲学習支援教室の様子

文化課発信

尚灝王
しょうこう
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